
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

柏下 一輝（かやした　いつき）

キュマイラ
キュマイラ

UGNエージェントB

22歳

感染

安定した家庭

闘争

被害者

警察官

男性

30

腐れ縁（神原恭太）

6
0
0
2

0
1
0
0

0
0
1
0

6
1
1
2

33
3
3
8
16

7 1 1
1 1

UGN 2

基礎攻撃値
豺狼の爪

逃れ得ぬ爪撃
基礎攻撃値@100

白兵
白兵
白兵
白兵

6r+7
13r+7
13r+7
9r+7

17
25
40
18

羅刹+破壊の爪（8+9）
　+完全獣化+獣の力（17+8）

　+タゲ（25+15）
羅刹+破壊の爪（8+10）

0 0

羅刹＜タイラント＞
家族

【MCC】事件の犯人：シナリオ
庇護
執着

不安
不快感

コネ：UGN幹部
コネ：警察官
思い出の一品

6 2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：キュマイラ

ターゲットロック

狩りの統率者

完全獣化

破壊の爪

ハンティングスタイル

獣の力

獣の直観

死の眼光

★

0

2

5

2

5

1

1

4

★

★

-

1d10

2

3

4

6

3

1

2

-

-

オート

気絶時

-

セットアップ

オート

マイナー

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

視界

至近

至近

至近

至近

武器

至近

至近

シーン

自身

-

単体

範囲（選択）

自身

自身

自身

-

自身

単体

自動

自動

-

自動

自動

自動

自動

自動

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値を-LV(下限値７)

シーン中、対象への攻撃をLVx3

<ターゲットロック>直後に使用。効果を対象に適用する。１シナリオLV回

シーンの間、【肉体】の能力値を使用したあらゆる判定のダイスをLV+2個。アイテムの装備・使用不可

シーン中、素手のデータを変更。　攻撃力LV+8、ガード1

戦闘移動を行う。１シーンLv回

白兵攻撃の攻撃力を+Lvx2

天候や地震などを予測するエフェクト。

殺意のこもった視線で相手を恐怖させるエフェクト。

○経歴
平凡な家庭に生まれたが、幼い頃に誘拐事件に巻き込まれ、犯人から感染させられる形でオーヴァード能力に覚醒した青年。
（誘拐事件はFHによる一般人のオーヴァード覚醒実験の一環だったようだ）
UGNの活躍により無事救助され、家庭に戻されるものの、Ｄロイス：羅刹が発現してしまい、すぐにその異常性が明らかになった。
両親の同意の元、UGNで能力訓練を行うようになった彼は、日常生活の傍ら能力の制御方法を身に着けていった。

環境に恵まれて育ったため、情に脆い熱血漢。
自分の時のような事件をいち早く検知して解決に尽力すべく、表は警察官、裏はUGNエージェントとして日々邁進している。
Dロイス：羅刹の力は使いこなせているが、慌てると加減が利かなくなり、時々身の回りのものを壊している。
また、不測の事態にあまり疑問を抱かないタイプ（ツッコミ要員になれない）。
とある事件で友人を失い、その弟を後見人として見守っている。

○概要
コードネームは熱誠の豺狼（ねっせいのさいろう）＜マーナガルム＞。
彼自身は熱くひたむきな男だが、キュマイラ能力と群を抜く怪力による攻撃は凄まじく、薙ぎ倒された相手の凄惨な様相からそう呼ばれるようになった。
一体の敵を的確に追い詰める戦闘が得意で、警察官としての犯人検挙率もなかなかのものらしい。
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